
改訂 令和 3 年 1 月 12 日 

訪問看護をご利用の皆さまへ 

訪問看護ステーションあい 

 

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ 

このたびの感染症流行にともない、不安な気持ちで過ごされている方も多いと思います。 

私どもスタッフ一同は、正確な情報に基づいた対策をとり、訪問看護を提供しています。

「感染者を出さない」「感染をひろげない」ための取り組みについて、皆さまのご理解と

ご協力をお願いいたします。 

 

訪問看護スタッフの対策 

① 睡眠・栄養等に配慮し体調管理を行うとともに、朝の体温測定で 37.5℃以上

の時や体調不良の時は出勤しません。 

② 訪問の前後に、手洗いや手指・衣服のアルコール消毒を徹底しています。 

③ マスクを正しく着用しています。 

④ 訪問看護の事務所内は清潔を保ち十分な換気を行うとともに、座席の間隔を

２m以上とるなど、感染機会を作らないよう留意しています。 

⑤ プライベートの時間もマスク着用や手洗い・消毒を励行し、人が多く集まる

場所への外出を避ける等、感染予防に努めています。 

 

皆さまへのお願い 

① 日頃から、むやみに自身の目・鼻・口には触れないようにしてください。 

手には知らない間にウイルスがついている場合があります。目・鼻・口をさわ

ることで新型コロナウイルスに感染することが多いと言われています。 

② できれば毎日体温を測ってください。37.5℃以上の発熱や息苦しさ・だるさ

がある時は、訪問看護を中止させていただく場合があります。 

③ 看護師は手指衛生に努めていますが、安心のために目の前で手洗いをして 

ほしいと思われる場合は、遠慮なくおっしゃってください。洗面所やキッチン

をお借りし、携帯している石けんで手洗いを行います。その他ご要望があれば

お話しください。 

④ 濃厚接触（別紙参照）を防ぐため、マスク着用・室内換気・座るときの距離や 

向き・滞在時間の短縮等にご協力ください。 

⑤ 万が一、ご本人様やご家族の方が新型コロナウイルス感染症にかかった場合

訪問看護は保健所の指導に従い休止になることがあります。 

⑥ 訪問看護を受けることに強い不安がある方は、主治医にそのことをお話しく

ださい。 訪問看護を続けるように言われた場合は、訪問のしかたを看護師と 

一緒に考えていきましょう。 


